
八千代市では、18歳から39歳の若年がん患者の方が、住み慣れた自宅で安心して、最期まで自立した生活
を過ごすことができるよう、在宅での療養生活に必要なサービスを受けた際の費用の一部を助成しています。

対 象 者

●申請時とサービス利用時に八千代市に住民票がある１８歳～39歳の方。
●末期がんと診断されて、支援を受けながら在宅生活を希望している方。
●他の制度や法令に基づく同種の助成等を受けていない方。

助成の対象となるサービス

助成を受けられる金額

１か月あたり利用した費用の９割（上限：5.4万円）の助成を行います。
ただし、本制度を利用するための医師の意見書を作成する費用は5,000円までです。

●例えば、下記のように総額40,000円のサービスを利用したとします。
医師の意見書を作成する費用 5,000円
訪問介護 12,000円
福祉用具の貸与 10,000円
福祉用具の購入 13,000円

合計 40,000円

八千代市若年がん患者在宅療養費用助成のご案内

八千代市から36,000円が
戻ってくるので

自己負担は4,000円で済みます

訪問介護

訪問介護は、利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、
訪問介護員(ホームヘルパー)が利用者の自宅を訪問して介護を行うサービスです。
●身体介護：利用者の身体に直接接触して行われるサービス(例：入浴介助、排せつ介助、食事介助 等)
●生活援助：身体介護以外で、利用者が日常生活を営むことを支援するサービス(調理、洗濯、掃除 等)
●通院等乗降介助：通院等のための乗車や降車の介助を行うサービス

訪問入浴介護

訪問入浴介護は、看護職員と介護職員が利用者の自宅を訪問して
持参した浴槽によって利用者の入浴の介護を行うサービスです。

福祉用具の貸与

福祉用具の貸与は、事業者が、利用者の心身の状況や生活環境等を踏まえ、適切な福祉用具を選び、自立
した日常生活を送ることができるよう援助・用具の取り付け・調整などを行い、その福祉用具を貸与する
サービスです。対象となる福祉用具は以下のとおりです。
●特殊寝台および付属品 ●床ずれ防止用具 ●体位変換器 ●手すり ●スロープ
●車いすおよび付属品 ●歩行器 ●歩行補助杖
●移動用リフト ●徘徊感知機器 ●自動排泄処理装置

福祉用具の購入

福祉用具の購入は、入浴や排泄に用いる、貸与になじまない福祉用具の購入を助成するサービスです。
●腰掛便座 ●入浴補助用具 ●移動用リフトのつり具の部分 ●自動排泄処理装置の交換可能部品
●簡易浴槽

本制度を利用するための医師の意見書を作成する費用

この制度を利用するためには、主治医の意見書を提出する必要があります。
主治医の意見書を作成するためにかかった費用も助成の対象となります。



助成の申請の流れ
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問い合わせ・書類提出先

八千代市健康づくり課(保健センター内)
TEL:047-483-4646 FAX:047-482-9513

住所

〒276-0042
八千代市ゆりのき台２－１０

申請書類は
八千代市ホームページ(問い合わせ先)
からダウンロードできます。

主治医意見書の記入の依頼
サービス利用者が医療機関に主治医意見書(第2号様式)の記入を依頼してください。

利用申請書の提出
主治医意見書の記入が終わったら下記のものを八千代市に提出してください。(提出先は健康づくり
課） ①主治医意見書、②利用申請書（第1号様式）、③身分証の写し（申請者（サービスを利用する
方）と受任者（申請者に代わって手続きをする方）の身分証）
※受任者を設けることは必須ではありませんが、申請者の方が亡くなった後でも手続きが行えるため受任者を設ける
ことをおすすめします。

利用の決定
八千代市から申請者に対して利用決定通知を送付します。

サービス利用及び費用の支払い
サービス事業者に連絡して必要なサービスの提供を依頼し、サービス費用を支払ってください。

領収書の保管
サービス費用を支払った領収書をサービス事業者から受け取り、保管しておいてください。
領収書には、申請者の氏名、金額、サービス事業者名の記載が必要です。
領収書のほかに居宅介護・訪問入浴の場合は、利用日・内容・回数・金額が記入された明細書等、福
祉用具の購入・貸与の場合は、対象となる用具名・購入日・リース期間等が記入された明細書等も保
管してください。

助成金の請求
下記の書類をそろえて、助成金の請求を八千代市に行ってください。
①助成請求書（第5号様式）、②保管している各サービスの領収書、③利用内容が確認できる明細書
等（訪問介護や訪問入浴であれば、利用日・利用時間数・内容が分かるもの。福祉用具の購入や貸与
であれば、商品名や型番が分かるようなカタログの写し等）、④振り込み先が分かる書類の写し（通
帳の写し等）提出期限は利用した月から1年以内です。請求は１か月単位でできます。主治医意見書の
文書代も請求できます。

助成金の支給
利用したサービス費用の9割（上限：5.4万円）を八千代市が助成します。


